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いて 「経済論叢」揖1.'l4巻第3・4号 昭和59年 9.10月号〔本稿では! これらを以下「概念
規定 r波及過程Jと略す)。そこで本稿での労賃収奪機能。分析は，こうした研究を前提とし
て展開される。必要に応じて，乙れらの論点については言及するが是非とも参照さわたし、。
























































4) こう J たインフレ ションの価値収奪機能の一般的な機構の詳細な分析についてはj 拙稿「概
念規定」のE節を参照せよ。


























5) インフレの浪E過程の中でl どのように価値収奪法則がiIliiEされつつ買撤するかはj 拙稿「波
及過起」を参照ぜよu




























































































































































( c) イY フレに独自の価値収奪の機能形態と労賃収奪の理論的定在
以上の価値収奪の諸機能形態は，過剰資本の生成などの資本主義的生産の限
界に対して同時的に展開し， 資本主義的発展へと転化させる条件となる。 なか









































































































































































































15) ここで言う必貨の判侍1は 紙幣で払われる名目痛としての'0貸であっ亡 それが次に述べる
労貨の圧縮によって実質的にどの程度減少するかを言っているのではない。
16) 先に且たようにJ 大内氏は，イ〆フレの価値収翠機簡を労賃1"，奪から出発するため， こうした
媒介過程の帰結としての労賃収奪機能の型論的定在を理解できない。そのため13)の注釈で且た
ように， λ内氏にあってはインフレの機能は，当面活買の上昇を遅らせて.その問に資本主義的





















































18) iスタグプレー シ三 γの問題を解明するための要点がインフレー ションの加速機構の解明にお
るJ ¥大内「匝綻の構造J，25日へー ン)0 iそのくインアレの加速機構 金谷一一一〉もっとも
基本的な原因は賃銀上昇の加速にあり，賃銀と物価のスハイラルが，あるいはそのよつなスパイ
ラルを必然にするような条件が用意されてし、ることが，インフレ←ゾョンの加速を不可避にす
るJ (同， 251ヘジ〕。
